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第１ 将来ビジョン 

 

１ 将来都市像 

目標年次である令和 12（2030）年の将来都市像を次のとおり掲げます。 

 

ひとが輝き 幸せつなぐ きみつ 

  

多くの「ひと」が自分らしくいきいきと暮らし、「輝く」ことが、まちづくりの原動力

になります。 

 

 そして、「ひと」の「輝き」が広がっていくことで、まち、しごとの

「輝き」につながります。  

この「輝き」の連鎖が、一人ひとりの「幸せ」を「つなぐ」ことにな

り、新たな時代のまちを築きます。  

  

 時代が目まぐるしく変化するなかにあっても、一人ひとりが主役とな

り、誰一人取り残さないために私たちは「ひとが輝き  幸せつなぐ  きみ

つ」を目指します。  
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２ 人口フレーム 
 

全国的に人口が減少傾向にあるなか、国の資料に基づく人口推計によると、

本市の人口は令和 12（2030）年には、73,303 人にまで減少すると推計されて

います。 

人口が減少すると、生活関連サービス業の減少、空き家や耕作放棄地の増加

等を招くほか、税収減により行政サービスの維持が困難となります。 

本市は、持続可能なまちづくりのために、転出抑制・転入促進を図るとともに、

関係人口を拡大し、つながりの連鎖による更なるまちの活性化を図ることにより、

令和 12（2030）年の人口フレームを 77,000 人と設定します。 

 

令和 12（2030）年の人口フレーム  77,000 人  

 
 

※つながりの連鎖のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「関係人口」とは、移住やもともと住んでいる「定住人口」ではなく、買い物や観光等で来た

「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々のことを指します。  

 

（出所）総務省ホームページ 

 

 関係人口 

 

 

 

交流人口         定住人口  

まちの活性化 
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第２ 行動姿勢 
 

むすぶ  

～多様な“むすび”により君津の未来を創る～ 

 

昭和 45（1970）年に、君津町、小糸町、清和村、小櫃村及び上総町が

合併し、その翌年の昭和 46（1971）年には市制を施行して、県内 25 番

目の市となる君津市が誕生しました。 

 その後、昭和、平成、そして令和といくつもの時代を歩み、この 50

年、君津は発展してきました。 

この君津を次の世代へつなぐため、 

「共感でつながる緩いむすび」 

「受け継がれてきた固いむすび」 

「時代の変化に対応した新しいむすび」 

等、多様な  むすび を更に強めることにより、「ひと」、「まち」、

「しごと」を輝かせ、君津の未来を創っていきます。 

本市に関わる全ての方が 

「むすぶ ～多様な “むすび”により君津の未来を創る～」 

を行動のよりどころにし、次の時代に向けた最初の一歩を踏み出しま

す。 
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第 3 将来ビジョンを実現するための柱と将来の姿 

 

将来ビジョンを実現するため、5 つの分野ごとに令和 12（2030）年を

展望した将来の姿を示します。 

将来ビジョンを実現するための柱 その１ 

【関連する分野】 

経済、環境   
 
 
 

経済と環境が調和したまち 
 

 

◆将来の姿◆ 

 

君津の経済は、力強く活性化しています。  

臨海部に立地している世界有数の製鉄所と関連企業が輝き、君津

インターチェンジ周辺等に産業も生まれ始めています。君津でスタートし

た企業やお店等が賑わい、スマート農業等の最先端の技術を活用した

農業も元気があり、有害鳥獣に対する対策も進んでいます。 

経済全体が潤い、多くの人が元気に働いています。  

また、脱炭素社会の実現に向けた様々な取組を市民、企業、行政が

協力して行い、地域の経済と環境が調和した再生可能エネルギー等

の地産地消も進められています。さらに、水や緑の豊かな自然と共生

し、これらを観光やまちづくりにも結びつけることで、君津を訪れ君津を

好きになる人や応援してくれる人が増えています。 
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将来ビジョンを実現するための柱 その２ 

【関連する分野】 

健康、福祉   
 
 
 

誰もがいきいきと生活できる地域共生のまち 

 

 

◆将来の姿◆ 

 

君津では、地域のつながりが強く、「おたがいさま」の気持ちで、みん

なが地域福祉の担い手となって、ともに支え合っているため、誰もが住

み慣れた地域で安心して暮らしています。 

また、高齢者を含め多くの人たちが、地域の様々な活動に参加して、

身近な場所で運動できる機会が充実しスポーツも盛んなため、君津の

人たちは健康で、笑顔にあふれています。 

そして、誰もが活躍できる場所があるため、一人ひとりが自分らしく、

いきいきと生活を楽しんでいます。  
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将来ビジョンを実現するための柱 その３ 

【関連する分野】 

子育て、教育、文化 
 
 
 

安心して子育て・子育ちでき 

学びを楽しめるまち 

 

 

◆将来の姿◆ 

 

今日も子どもたちの明るく元気な声が聞こえてきます。 

子どもたちの健やかな成長をサポートする「子育て環境」と、世界に

羽ばたいていく子どもたちが、様々なことに興味を持ち、自ら学ぶ「子育

ち環境」が整っています。 

子どもから高齢者まで、好きな時に、好きな場所で、自由に学べる環

境が整っており、知の拠点である図書館等も利用して、一人ひとりが地

域の中で自己を高め、磨き、生きがいを持って他者と結びつき、充実し

た人生を送っています。 

また、世界の人々と触れ合うことができる多文化共生のまちづくりを

進めています。 

さらに、市民が君津市民文化ホールをはじめとする市内各所で多彩

な文化芸術に触れる機会があり、自発的に文化活動を行い、人生の

楽しみや喜びを感じ、活気ある文化のまちが育まれています。 
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将来ビジョンを実現するための柱 その４ 

【関連する分野】 

安全安心、都市基盤 

 
 

快適で安心して暮らせるまち 
 

 

◆将来の姿◆ 

 

地域のみんなと行政が一緒になって、地域の様々な場所で防災力

を高める活動や災害の被害を減らすための取組が進められています。

私たちの暮らしを支える都市基盤も強靱化され、新たな感染症の脅威

や犯罪等から守る体制もしっかりしているため、誰もが安心して暮らし

ています。 

また、バリアフリー化が進むなど安全安心な道路環境が整い、公共

交通機関も充実しているため、一段と快適に暮らすことができます。 

さらに、テレワークにより、市内のどこでもいろいろな働き方ができる

ため、この住みやすく魅力にあふれた君津に移住・定住する人が増え、

まちに賑わいが広がっています。 
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将来ビジョンを実現するための柱 その５ 

【関連する分野】    

パートナーシップ、人権、行財政 
 
 
 

ともに創る次世代につながるまち 

 

 

◆将来の姿◆ 

 

君津に対する愛着や誇りを持って地域の活動に取り組んでいる大人

たちを見て育ったたくさんの若者が、まちや地域にかかわることを「面白

い」、「かっこいい」と感じて活動に加わり、地域のつながりがより確かな

ものになっています。 

一人ひとりの個性が輝き、誰もがその人らしさを認め、支え合っていま

す。 

また、他のまち、企業、大学、専門学校、高校等と連携し、最先端の

技術を活用したまちづくりに挑戦しています。さらに、将来を見据え、徹

底した経営改革を進めてきたため、次世代につながる効果的な財政運

営が行われています。  
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第 4 将来デザイン 

１ コンセプト  

本市の強みとは、多種多様なむすびです。 

市街地と山間部それぞれの場所に住む人同士のむすび 

小櫃川流域と小糸川流域の市内地域間のむすび 

アクアラインを通じた君津と都心とのむすび 

鉄のまちとしての歩みを背景とした過去と現在のむすび 

これらのむすびを更に強化しつつ、情報・科学技術の進展を活用したむすびの

再構築を行いながら、「ひとが輝き 幸せつなぐ きみつ」を目指します。 

 

◎新たな核づくりによる都市部の活性化と多様な地区の特色に応じた拠点の 

形成を図り、多彩な魅力にあふれた多極ネットワーク型のコンパクトでスマート

なまちを創出 

 

◎幹線道路の整備等が本市にもたらす人やモノの流れを確実に取り込み、かずさ

地域はもとより南房総の玄関口として、周辺自治体との広域連携を含んだ活

力あるまちを創出 
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２ 市内共通の方向 

 
〇地区の特性を生かした雇用の場の創出 

 

〇地区の連携を深める幹線道路の整備促進 

〇交通モードの充実、自動運転バスをはじめとする先端技術の導入検討 

 

〇多様性に配慮したユニバーサルデザイン・バリアフリーの促進  

 

〇多様なライフスタイルを支援する空き家を利用した移住や二地域居住の 

推進 

 

〇市有地や空き公共施設の積極的な利活用 

 

〇砂利採取場跡地の活用 

 

〇自然環境と調和した再生可能エネルギーの様々な活用  

 

〇多様な担い手を支援し、地域資源を活用する農林業の振興 

 

〇人と自然がふれあう里山の保全・整備・利用の促進  

 

〇名物や特産品を生かした魅力づくり 

 

〇地産地消と食育等の推進による地域農業・農産物への理解促進 

 

〇有害鳥獣対策の促進による暮らしやすい環境づくり 

 

〇地域に密着した消防団と自主防災組織による地域防災力の向上  
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３ 地区ごとの方向 
 

君津地区（小糸川下流域） 

 

○臨海部の既存工業地における更なる生産性向上の支援  

 

○君津駅周辺の商業・医療・福祉等の集積による都市機能の充実  

 

〇若い世代も住みたくなる住環境の整備 

 

○低未利用地の利活用による定住の受け皿の確保  

 

○内みのわ運動公園の新たな魅力づくり 

 

○君津インターチェンジ周辺の新たな産業の受け皿づくり 

 

○君津 PA スマートインターチェンジ周辺の新たな交流の創出  

 

○郡ダム周辺の水上スキーを通じた交流の促進  

 

小糸・清和地区（小糸川中上流域） 

 
○小糸小学校周辺の拠点機能の充実 

 

○旧秋元小学校を活用した暮らしを支える新たな地域拠点の形成  

 

○かずさアカデミアパークを生かした企業間連携の推進  

 

○民間活力と連携した法木山周辺の利活用の促進  

 

○鹿野山及び清和県民の森周辺の観光地としての魅力向上  
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小櫃・上総地区（小櫃川中上流域） 

 

○木更津東インターチェンジ周辺の賑わいの創出 

○小櫃駅周辺の拠点機能の充実 

○JR 久留里線と国道４１０号バイパスの整備を生かした拠点機能

の充実 

○久留里の歴史・文化・自然・名水のブランディングとグリーンツー

リズムの推進 

○官民のパートナーシップによる新たな森づくり 

○民間活力と連携した法木山周辺の利活用の促進（再掲） 

○亀山湖及び笹川湖周辺の観光地としての魅力向上 


